
地方創生推進交付金事業等の事後評価に係る意見・提言等

1.総合戦略の施策、実施事業に効果があったか 2.今後の対応、改善策の提言等
・ＫＰＩを見ても取組は順調に進捗しているものと思われる。
・一方で、取組の内容はもっと多様化した方がよいと思っており、多様なアイディアベースのニーズに基づ
いて、様々な取組がなされることが重要ではないかと思う（「できること」から始めるのではなくて、「こ
うなるといいな」から始めるイメージ）。
・例えば、市役所職員に対し、市役所の仕事（自分の担当か否かを問わず）や市役所の立場から見える民間
の仕事について、ＩＴ化を含めて市民サービスの向上につながるアイディアを募集するとかはどうか？この
アイディアを具現化してくれる市内事業者があれば、そのことで市内のＩＴ産業も活性化すると思う
・ＩＴの話をすると高齢者対応について心配する意見が多く出てくる。しかし、すでに60代であればwebやス
マホにさほど抵抗はないだろうし、そういった年齢層がこれからどんどん高齢化していくことを考えれば、
よほど後期高齢者や長寿者層を対象とした施策でない限り、たいがいのことはＩＴ化してしまった方がサー
ビス提供側・受取側の双方にメリットがあるのではないか（ＩＴに疎い方に向けて、従来対応を残したとし
ても、かなりの対面業務量の削減につながるものと思う）。

・評価Ａに異論はないが、今後の展開として地元事業者の多様な地域課題の解決に加えて、生活課題の解決
をＩＴ活用課題解決型人材育成プログラムに組み入れていくことは可能か？
・例えば、ＩＴを活用した働く世代の支援（育児休業取得や急な休みの際の代替雇用やギグワーカーの雇用
調整のＩＴ活用、病児保育や一時預かり申請のオンライン活用と情報の一元化、各種手当＝例えば児童扶養
手当現況届のオンライン活用による簡素化）など、若い世代の働きやすさにつながる生活支援をＩＴ活用で
進めることにより、ワークライフ・バランス支援＝ＳＤＧｓを意識した人材育成支援となり、結果的に事業
者にとっても労働力確保につながる可能性があるのではないか。
・補足資料にある、若年女性の就業の場確保＝特に結婚出産と就労の両立を意図している女性への支援にも
つながるのではと考える。前年度実績に、ニーズのマッチングシステムの検証が入っているが、生活支援と
労働力確保をつなげる方向でも、システム開発を検討してもらえればと思う。労働力創出と地域福祉の増進
をＩＴによってつなぐことは、ＳＤＧｓに適うまちづくりに有益であると考える。

・ＩＴ活用課題解決型人材育成プログラムへの参加者による作品を見たが、よくできたものが多く、プログ
ラムの今後の可能性を感じた。それは、受講者が直ちに自社の課題解決のためのシステムを作れるという意
味の可能性ではなく、自社の課題解決のためのシステム構築には、どのようなアプリを使えば可能かという
アウトルックを構想できる知見を得られるという意味での可能性であるが、これは非常に重要なことであ
る。
・自社の経営課題解決のために、ＩＴによる解決策を思考し、外観を構想できる人材が育ちさえすれば、あ
とは専門の事業者と連携してシステムを構築することはそう難しいことではないような気がする。
・大事なことは、ＩＴ活用課題解決型人材育成もさることながら、自社に育ったＩＴ人材をサポートし、課
題解決のためのシステムを構築する地元の専門事業者を育てることであり、この専門事業者が自立して経営
できるように支援していくことであると考える。

－

・評価はこれで良いと思う。コロナ禍の中で、よくぞここまで頑張ったと思う。課題は、まだコロナ禍が続
くようなので、次年度以降の取り組み。

－

・評価は概ねこれで良いと思う。三陸ＳＵＮの多様な活用が課題。 ・大船渡市に限定していないワードに見えるので、もう少し広域連携した方が良いように思うがどうか？
（戦略的に「三陸」と言って大船渡市産のものだけが入るようにプロモーションするのは良いと思います
が、大船渡市にないものがあれば他市町村のものを入れてでも、全国の中で魅力的な商品・サービスに見え
る工夫は必要だと思う）。

－ ・地域の地酒やシードル（陸前高田を含め）などとコラボ、セットにした商品開発や商品の組み合わせを増
やすなど可能であれば選択肢も広がると考える。
・ネットでの販売促進を高度化させる取組やふるさと納税の返礼品としての拡販。
・他の地域におけるフードロスの活用事例の研究、地元水産加工業者との商品開発の機会を増やす取組を考
えて欲しい。

・間伐材などの木材利用拡大の取組についての事業実績が記載されていない。施策貢献度がＢでいいのか。
→木材利用拡大の取組について追記しました〔事務局〕。

・夏イチゴの産地化は非常に魅力的かつ壮大なプロジェクトで大いなる可能性を感じるが、牽引事業者に
とっても、事業がやっと緒に就いたばかりであり、販路の開拓もまだまだなような気がする。そのような状
況の中、営農リーダー育成や新規就農者募集は拙速なような気がする。
・現段階は、牽引事業者がじっくり自分の夏イチゴの栽培と販路獲得に専念し、売上収益を確実なものに
し、四季どりイチゴ、特にも夏イチゴ販売において事業者として成功事例を示す必要がある。
・牽引事業者が成功を収めれば、自然と夏イチゴ栽培に興味を示す就農希望者が増え、そうすれば営農リー
ダーの育成事業もスムーズにいくものと思われる。現段階は牽引事業者の成功へ導く支援が一番大事かと考
える。

・これからどのように成長していくか楽しみではあるが、②の三陸マリアージュなど市内の幅広い業種につ
ながっていく仕掛けが欲しい。

・既に行っていると思うが、今後も県内外のイチゴ生産者の問題点、改善点を調査・研究を重ね検証してい
く必要があると思われる。
・生産計画を達成するために、事業が成り立ち、基盤産業として成り得るかどうかが重要であるので、販売
計画、収支計画をしっかり立案し、事業全体としての計画を示すことが重要と考える。そのためには、どれ
だけの販売先を確保できるかを早い段階で構想に入れてはどうか。

・評価は概ねこれで良いと思うが、課題は生産額及び生産面積の拡大。 －
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②大船渡ふるさと交
流センター発「三陸
マリアージュ」創
出・展開計画

③三陸沿岸に最適な
周年生産施設型農業
による夏イチゴ産地
化計画

①大船渡市地域未来
創発センターによる
地場産業高度化・人
材育成計画
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1.総合戦略の施策、実施事業に効果があったか 2.今後の対応、改善策の提言等

意見・提言等
計画名

・評価はＣにすべきと思う。なぜなら達成度が低く、Ｂの評価は甘い。
→評価Ｃとしました〔事務局〕。

・市民は安く利用できるなどのメリットをアピールできれば利用が増えるのではないか。また、健康に資す
る施設であることから、利用することで健康ポイントを付与するなど、施設利用の誘客につなげ、また利用
者も健康になることで、医療費の抑制につなげられる取組にできないものか。
・どうしても投資額が大きく、ランニングコストの負担が大きくなるため、採算ベースを意識しながらの運
営が必要と考える。
・アフターコロナにネット、マスコミを利用したプロモーションの強化が必要であると思われる。
・旅行会社とのタイアップにより、滞在期間を長くし、地域全体の経済効果の波及する仕組みづくりをして
いただきたい。

－ ・新型コロナの環境下ではなかなか大変だと思うので、数字だけでは評価しにくい面があるとは推察する。
このような環境下でも最低限持続させられるような対応はすでに検討されているものとは思うが、ある程度
平常な環境に戻ってくる頃には動きが加速できるよう、できる準備はしておく必要がある。
・例えば、今のうちに旅行業者やこういった施設に関心を有する関係者と、平常時に戻った後の検討を進め
ておくなどのことは考えられないか。

①碁石海岸観光拠点
化推進計画

・評価はＣにすべきと思う。コロナ禍の影響が大きいのは理解できるが、コロナ禍を避ける対策には限界が
あり、時間をかけて待つことも覚悟し、アフターコロナ禍対策に力を注ぐことが肝要であると思う。
→評価Ｃとしました〔事務局〕。

・新型コロナの環境下ではなかなか大変だと思うので、数字だけでは評価しにくい面があるとは推察する。
このような環境下でも最低限持続させられるような対応はすでに検討されているものとは思うが、ある程度
平常な環境に戻ってくる頃には動きが加速できるよう、できる準備はしておく必要がある。
・例えば、旅行業者との間のネットワークを拡大しておくなどは考えられるのではないかと思う。

②椿の里おおふなと
拠点形成推進計画

・評価はＣにすべきと思う。コロナ禍の影響が大きいのは理解できるが、アフターコロナ禍対策に力を注ぐ
ことが肝要であると思う。
→評価Ｃとしました〔事務局〕。

・新型コロナの環境下ではなかなか大変だと思うので、数字だけでは評価しにくい面があるとは推察する。
・椿サミットに合わせて復興を広くアピールすることが必要であるため、椿関係者よりも幅広い層に関心を
持ってもらえるよう、全庁的にこれにあわせたイベントやマスコミへの情報提供などを検討する必要がある
と思う。

③スポーツ交流拠点
形成推進計画

・止むを得ない評価と思うが支持する。コロナ禍の状況を配慮するが、無理をせず、待機する姿勢も必要か
と思う。

・新型コロナの環境下ではなかなか大変だと思うので、数字だけでは評価しにくい面があるとは推察する。
このような環境下でも最低限持続させられるような対応はすでに検討されているものとは思うが、ある程度
平常な環境に戻ってくる頃には動きが加速できるよう、できる準備はしておく必要がある。
・例えば今のうちにターゲットとなり得るスポーツ関係者等と合宿等のプログラムを検討しておくなどのこ
とは考えられないかと思う。

地方創生推進交付金
等の活用

－ ・市の基幹産業である水産業が疲弊している現状を踏まえると、地方創生推進交付金をもっともっと、そち
らに導入して厚くし、学識経験者も交えて真剣に取り組まないといけないのではと思う。
・世界三大漁場の一つである三陸海岸において、漁獲量は減少の一途を辿っているし、このままだと水産業
に従事している人々が倒産など憂き目に会い、衰退してしまい、従業員をも含め、いなくなってしまう予感
さえしてしまう。
・育てる漁業と言われて久しいが、それでもこの状況は変わらない。そこで、重要な要素になるのが、輸入
もあるとは思うが、畜養だと思う。これにもっと予算を取って、前述の学識経験者も交えて、本格的に着手
する必要がある。

検証シートの構成等 －

・地方創生推進交付金事業と地方創生拠点整備交付金事業ともに、１の総合戦略での位置づけと重要業績評
価指標の実績の「単年度実績」の実績値が、３の令和２年度事業実績に反映されていなければならないと思
うが、「単年度実績」の値が、令和２年度事業実績のどの項目の値と一致し、かつ評価しているのか等がわ
かりづらいため、項目毎に定量的に効果を検証することが難しい。
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